
Solar Legato
動作確認手順書

施工工事・配線をされる方へ

※	本書の内容及び本ソフトウェアの内容につきましては、	
改良のため予告なしに変更することがあります。
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はじめに
本書は、自家消費型太陽光発電向け自動出力制御システム・Solar・Legato（ソーラーレガート）
ご利用開始前の動作確認作業の手順書です。
動作確認作業では、現地の計測仕様が弊社にご申告いただいた通りになっているかの確認、
Solar・Link・ZERO の動作確認などを行います。

計測が正しく行えているか確認した後に、本書の動作確認を行ってください。

参  照
別 紙 計測が正しく行えているかの確認方法は別紙の施工説明書の「計測・表示の確認」、

または手順書の「計測の確認」をご参照ください。・
Solar・Legato のご利用開始時期によって参照資料が異なります。
・・初回納品時　　　　　　　・・・➡『Solar・Link・ZERO・施工説明書』
・・ ZERO ソフトウェア更新時　➡『Solar・Link・ZERO・ソフトウェア更新手順書』
・・ ZERO 交換時　　　　・　　・・・➡『Solar・Link・ZERO・機器交換手順書』

⹅ 本書で使用する用語やアイコン

・	 ZERO・
➡高機能計測制御端末 Solar・Link・ZERO・

・	計測対象機器・
➡パワーコンディショナやマルチメータなど、ZEROに接続して計測・通信する機器・

・・ 参  照
別 紙

・と記載された部分では、別紙の内容も合わせてご確認ください。
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準備が必要なもの
以下のものはお客様でご用意ください。

・	 Solar	Legato（ソーラーレガート）情報記入シート（以下、情報
記入シート）	
※事前に弊社へご提出いただいた資料

Webアプリケーション画面の閲覧
・	Windows	PC	
対応Webブラウザ・ ：Google・Chrome ／Microsoft・Edge ／ Mozilla・Firefox

・	出荷時設定表（出荷時に同梱している場合のみ）

・	 LAN ケーブル（Cat5e ／ Cat6（弊社実績）、UTP	ケーブル）	
ZERO とWindows・PC を接続するために使用します。・

・	 HUB（必要に応じて）	
計測対象機器が LAN接続の場合に使用します。

有線LAN接続の場合

L・eye 監視画面の閲覧（ご利用の場合のみ）
・	Windows	PC	
対応OS・ ・ ・ ：Windows11・
対応Web ブラウザ・ ：Google・Chrome ／Microsoft・Edge ／ Mozilla・Firefox　いずれも最新版・
画像解像度・ ・ ：1280 × 1024・pixel 以上を推奨（1024 × 768・pixel でも使用可）・

・	インターネットへの接続
現地にネットワーク環境がない場合は、・
インターネットへの接続が可能な場所で閲覧してください。

・	 L・eye 監視画面ログイン情報

Solar  Legato（ソーラーレガート）情報記入シート
自家消費型太陽光発電向け自動出力制御システム Solar Legato の導入にあたり、以下の情報をご記入ください。
別紙「Solar Legato （ソーラーレガート）の導入にあたって」をご確認の上、導入に必要な条件をご確認ください。

【パワーコンディショナ情報】
本システムで制御対象となるパワーコンディショナ（PCS）についての情報をご記入ください。　　  ※必須項目

出力制御機能付 PCS メーカー名・型式※

（機器構成単位で記載） PCS 容量（kW）※ パネル総容量（kW） 台数※

1

2

3

（備考欄）PCS 情報の記入枠が足りない場合などはこちらに記入してください。

※ PCS 容量には PCS1 台の容量、パネル総容量には PCS1 台に接続されているパネルの合計容量を記入してください。
※ PCS が複数台ある場合は Solar Link ZERO に接続する順で記入してください。
※ 同じ PCS が複数台ある場合、PCS 容量、パネル総容量は PCS1 台当たりの情報とし、その台数を記入してください。
※ 同じ PCS の場合でも PCS 容量やパネル総容量が異なる場合は、行を分けて記入してください。

【買電電力計測仕様】
買電電力の計測方法を選択し、レンジ情報を記入してください。

・買電電力
計測方法    ◯ 計測なし  / ◯ PCS 経由 / ◯ RS-485 通信 備考欄

kW ～ kW             ◯ アナログ信号 (4-20mA) 　

（備考欄）記入枠が足りない場合などはこちらに記入してください。

※ RS-485 通信時に選択できる型式は当社実績によるものです。型式名の * は S/N のいずれか、または無しを示します。
※ RS-485 通信で三菱電機製マルチメータ、オムロン製電力量モニターを計測する場合は、レンジ情報の記入は不要です。
※ 電力 TD にはモニタ等がなく値の妥当性を確認できないため、電力 TD 経由による計測は非推奨です。 

電力 TD を使用される場合、自家消費制御の動作の妥当性を保証いたしません。 

【逆電力継電器（RPR）について】
RPR について該当するものを選択してください。
① RPR の設置状況（予定）　※ RPR 作動回避のためにはできるだけ大きな整定値が望ましい。

メーカー ： 動作整定値 ：　　　　　　（秒） 電力整定値
( 動作値 ) ：　　　　　　　（kW）

② 接続方法
RPR ：□ PCS の外部接点入力端子　・　□その他（　　　　　　　　　                                                   　）
OVGR ：□ PCS の外部接点入力端子　・　□その他（　　　　　                                                   　　　　　）

【お客様情報】
上記記載内容に相違ないことを確認の上、別紙資料「Solar Legato （ソーラーレガート）の導入にあたって」、 
裏面または別紙の「PCS 等制御機能利用規約」( 以下「利用規約」) に同意し（※）、本サービスの利用を申し込みます。
本サービスの利用を開始された時点で、サービス申込者様およびサービス利用者様の双方が、利用規約に同意した
ものとみなします。

（※）別途、遠隔監視をお申込の際にご同意いただいている場合もあります。

発電所名：

所在地：

会社名：

責任者様名：

20230308 版

（ラプラス・システム記入欄）

PCS の「停止 / 待機」ビット（逆潮流防止判定基準設定）　 □（設定時にチェック） スロープ時間設定　

情報記入シート

◆ 出荷時のRS-485 通信仕様・終端抵抗の設定

通信仕様 終端抵抗

RS-485 ポート 1
□ 2 線式 
□ 4 線式 

□ ON
□ OFF

RS-485 ポート 2
□ 2 線式 
□ 4 線式 

□ ON
□ OFF

◆ 出荷時の設定を変更したい場合

ラプラス・システムによる現地調整がある場合は、現地作業員までお申し付けください。
納品後またはラプラス・システムによる現地調整終了後に変更を行いたい場合は、下記をご参照ください。

◇ ネットワーク設定
付属の USB メモリがある場合は、お客様にて変更いただけます。USB メモリ内の『設定変更手順書』をご参照ください。
USB メモリがない場合は弊社までご連絡ください（追加費用が発生いたします）。

◇ RS-485 通信仕様・終端抵抗の設定
ZERO に DIP スイッチがある場合は、お客様にて変更いただけます。
パッケージ ： 施工説明書の「DIP スイッチの設定」をご参照ください。
match ： 取扱説明書の「DIP スイッチの設定」をご参照ください。
DIP スイッチがない場合は弊社までご連絡ください（追加費用が発生いたします）。
※ ZERO の終端抵抗が ON となる様に、ZERO が RS-485 接続の端となる構成での接続をお勧めします。
※ 取扱説明書・施工説明書は弊社ホームページ（https://www.lapsys.co.jp/support/index.html）からもご覧いただけます。

RS-485 ポート1 RS-485 ポート2

ON

1 2 3

ON

1 2 3

DIP スイッチ

ON

1 2 3

ON

1 2 3

Solar Link ZERO 出荷時設定表
◆ 出荷時のネットワーク設定

◇ ZERO のネットワーク設定

IP アドレス . . .

サブネットマスク . . .

デフォルトゲートウェイ . . .

DNS サーバー . . .

◇ ZERO に設定している通信対象機器の IP アドレス設定

メーカー 型式 1 台目 末尾

. . . ～ . . .

. . . ～ . . .

. . . ～ . . .

. . . ～ . . .

※ 通信対象機器にも上記と同じネットワーク設定が必要です。一致しない場合は通信が行えません。
※ 通信対象機器のネットワーク設定／変更については通信対象機器の取扱説明書をご確認いただくか、メーカーへお問合せください。
※ デフォルトゲートウェイと DNS サーバーは、設定していない場合があります（ZERO の無線回線を使用する場合など）。
※ パッケージでカメラ画像オプションをお申し込みの場合に、Web カメラの IP アドレスを記載しています。

Web カメラの位置調整時に必要となりますので、施工説明書の「Web カメラの表示位置調整」をご参照の上、調整してください。
※ 「ZERO に設定している通信対象機器の IP アドレス設定」に回線をシェアする機器の記載がない場合、IP アドレスは変更不要です。

◆ 回線シェア機能　□あり　□なし

◇ 回線をシェアする機器のネットワーク設定

サブネットマスク . . . ZERO のインターネット回線をシェアし、ルータとして使用します。
回線をシェアする機器のネットワーク設定は左記参照。
※ DNS サーバーについては、指定がある場合や任意の設定にしたい場

合は変更いただいても問題ありません。

デフォルトゲートウェイ . . .

DNS サーバー . . .

◇用語について
ZERO …………… 高機能計測制御端末 Solar Link ZERO

 通信対象機器 … ZERO と通信を行う PCS などの機器

2023.09.29

出荷時設定表

L・eye 監視画面ログイン情報



-・3・-



情報記入シートと現地状況の確認
事前に弊社へご提出いただいた情報記入シートをもとに ZEROの設定を行っております。
情報記入シートの内容と現地状況が異なっている場合、パワーコンディショナ（以下、PCS）
の制御を正しく行えません。
以下の情報が一致しているか必ずご確認ください。

電力の種類と計測方法の確認

①	情報記入シートでご申告いただいた	
電力の種類と計測方法を確認します。

※・「買電電力」、「消費電力」のいずれか、・
または両方を計測する必要があります。

買電電力
電力会社から購入している・
最も系統側に近い受電電力
※・買電電力の計測が主流

消費電力
施設内で使用している電力負荷・
（電灯や動力に分かれる場合は・
その合算値）

②	PCS を停止させた状態で、電力メータ本体のモニタで電力値を確認します。

※・電力メータの操作方法は各メーカーへお問い合わせください。

③	PCS を稼働させたときの電力値の変動から、電力メータで計測している電力の種類
が手順①と一致するか確認します。

一般的な見分け方は下記の通りです。

⹅ 買電電力の場合

PCS が発電すると電力値が小さくなる。

⹅ 消費電力の場合

PCS が発電しても電力値が変わらない。

④	現地 ZEROでの電力計測方法が手順①と一致するか確認します。

※・ご申告内容と現地状況が異なる場合は ZEROの設定変更が必要です。裏表紙の「お問い合
わせ先」までご連絡ください。

Solar  Legato（ソーラーレガート）情報記入シート
自家消費型太陽光発電向け自動出力制御システム Solar Legato の導入にあたり、以下の情報をご記入ください。
別紙「Solar Legato （ソーラーレガート）の導入にあたって」をご確認の上、導入に必要な条件をご確認ください。

【パワーコンディショナ情報】
本システムで制御対象となるパワーコンディショナ（PCS）についての情報をご記入ください。　　  ※必須項目

出力制御機能付 PCS メーカー名・型式※

（機器構成単位で記載） PCS 容量（kW）※ パネル総容量（kW） 台数※

1

2

3

（備考欄）PCS 情報の記入枠が足りない場合などはこちらに記入してください。

※ PCS 容量には PCS1 台の容量、パネル総容量には PCS1 台に接続されているパネルの合計容量を記入してください。
※ PCS が複数台ある場合は Solar Link ZERO に接続する順で記入してください。
※ 同じ PCS が複数台ある場合、PCS 容量、パネル総容量は PCS1 台当たりの情報とし、その台数を記入してください。
※ 同じ PCS の場合でも PCS 容量やパネル総容量が異なる場合は、行を分けて記入してください。

【買電電力計測仕様】
買電電力の計測方法を選択し、レンジ情報を記入してください。

・買電電力
計測方法    ◯ 計測なし  / ◯ PCS 経由 / ◯ RS-485 通信 備考欄

kW ～ kW             ◯ アナログ信号 (4-20mA) 　

（備考欄）記入枠が足りない場合などはこちらに記入してください。

※ RS-485 通信時に選択できる型式は当社実績によるものです。型式名の * は S/N のいずれか、または無しを示します。
※ RS-485 通信で三菱電機製マルチメータ、オムロン製電力量モニターを計測する場合は、レンジ情報の記入は不要です。
※ 電力 TD にはモニタ等がなく値の妥当性を確認できないため、電力 TD 経由による計測は非推奨です。 

電力 TD を使用される場合、自家消費制御の動作の妥当性を保証いたしません。 

【逆電力継電器（RPR）について】
RPR について該当するものを選択してください。
① RPR の設置状況（予定）　※ RPR 作動回避のためにはできるだけ大きな整定値が望ましい。

メーカー ： 動作整定値 ：　　　　　　（秒） 電力整定値
( 動作値 ) ：　　　　　　　（kW）

② 接続方法
RPR ：□ PCS の外部接点入力端子　・　□その他（　　　　　　　　　                                                   　）
OVGR ：□ PCS の外部接点入力端子　・　□その他（　　　　　                                                   　　　　　）

【お客様情報】
上記記載内容に相違ないことを確認の上、別紙資料「Solar Legato （ソーラーレガート）の導入にあたって」、 
裏面または別紙の「PCS 等制御機能利用規約」( 以下「利用規約」) に同意し（※）、本サービスの利用を申し込みます。
本サービスの利用を開始された時点で、サービス申込者様およびサービス利用者様の双方が、利用規約に同意した
ものとみなします。

（※）別途、遠隔監視をお申込の際にご同意いただいている場合もあります。

発電所名：

所在地：

会社名：

責任者様名：

20230308 版

（ラプラス・システム記入欄）

PCS の「停止 / 待機」ビット（逆潮流防止判定基準設定）　 □（設定時にチェック） スロープ時間設定　

情報記入シート
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SolarLegato の動作確認
ZEROのWebアプリケーションを使用して、Solar・Legatoが正しく動作するか確認を行います。
※・動作確認の前に、Solar・Legato を使用する場合に必要な PCS 側の設定を行ってください。・
PCS の設定方法は各メーカーへお問い合わせください。

参  照
別 紙 ・・Web アプリケーション画面の閲覧方法は、別紙の施工説明書の「計測・表示の

確認」、または手順書の「計測の確認」をご参照ください。
・・ Solar・Legato の機能の詳細は『Solar・Legato ／ Solar・Legato・Battery 機能説明書』
をご参照ください。

自家消費データを表示する

①	Web アプリケーションの「自家消費データ」タブをクリックして「自家消費データ
画面」を表示します。

合計消費電力（kW）

電力メータからの計測値または演算値
※・買電電力を計測している場合は、以下の計算式で算出された値が・
表示されます。・
「合計買電電力」＋「合計発電電力」

合計買電電力（kW）

電力メータからの計測値または演算値
※・消費電力を計測している場合は、以下の計算式で算出された値が・
表示されます。・
「合計消費電力」－「合計発電電力」

合計発電電力（kW）PCS の合計発電電力

出力指令値（％）
ZEROから PCS に対する制御指令値
※・特許技術を用いた独自のアルゴリズムで算出しているため、・
参考値としてご確認ください。

※・画面は 6秒毎に自動更新します（更新間隔は PCS の種類や台数により変動します）。
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Web アプリケーションのシステム設定画面を表示する

①	Web ブラウザのアドレスバーに「	http://（ZERO の IP アドレス）/system	」	
を入力します。

※・ZERO の IP アドレスが「・192.168.1.240・」の場合、・
「・http://192.168.1.240/system・」を入力します。

②	ID とパスワードを下記の通り入力します。

ID パスワード ※・左記のパスワードは 2025 年 4月時点の内容で、・
予告なく変更される場合があります。　　　　　　　　
左記の入力でログインできない場合は、裏表紙
の「お問い合わせ先」までご連絡ください。

user-admin drY4gfxF

③	「ログイン」を押すと「システム設定画面」が	
表示されます。

制御パラメータ設定画面を表示する

①	左メニューから「自家消費」をクリックします。

②	「制御設定」ボタンをクリックします。

システム設定画面
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③	「制御パラメータ設定」ボタンをクリックすると、「制御パラメータ設定画面」が	
開きます。

比例係数 A（％） 消費電力に対する最大発電電力の百分率（理想値：100％）

固定定数 B（kW） 消費電力や発電電力の急な変動に対応するための電力幅

閾値（kW）
逆潮流防止設定を作動させるための基準とする値
※・追従制御設定よりも優先されます。

閾値指令値（％）
閾値で設定した条件を満たした場合に、PCS へ送る制御指令値
※・RPR が作動しないように原則「0％」を設定します。
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追従制御設定の動作確認を行う

①	制御パラメータが出荷時設定になっていることを確認します。

＜出荷時設定＞

比例係数 A（％） 固定定数 B（kW） 閾値（kW） 閾値指令値（％）
90 10 10 以下 0

②	Web アプリケーションの「自家消費データ画面」	
で消費電力の変動に合わせて、出力指令値が	
変動することを確認します。

※・PCS の種類や台数により制御間隔が異なります。

RPR が作動し、PCS が止まる場合は、下記を参考にパラメータを変更してください。

⹅ 発電を抑えたい場合

比例係数 Aの値を下げる。

⹅ 消費電力の変動が激しい場合

固定定数 Bの値を上げる。

逆潮流防止設定の動作確認を行う

①	閾値を逆潮流防止設定が必ず作動するパラメータに変更し、「設定を変更」を	
クリックします。

比例係数 A（％） 固定定数 B（kW） 閾値（kW） 閾値指令値（％）

変更なし 変更なし （合計買電電力より
大きい値）以下 0

例）合計買電電力が 30kW付近で変動する場合、閾値は「50kW以下」と設定

②	逆潮流防止機能が作動し、PCS の発電電力が	
瞬時に 0kW付近にまで下がることを確認します。

※・発電電力が下がらない、下がるまで時間がかかる・
場合は、PCS メーカーにお問い合わせください。

消費電力が増えた・→・出力指令値も増える
消費電力が減った・→・出力指令値も減る
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⹅ PCS を制御なしで発電させる場合

※・RPRが作動する可能性があるため、現場ご担当者様の許可を得て任意で行ってください。

(1)	出力指令値が 100%になる（＝ PCS をフル発電させる）ように、パラメータ
を下記の通り変更し、「設定を変更」をクリックします。

比例係数 A（％） 固定定数 B（kW） 閾値（kW） 閾値指令値（％）

変更なし 変更なし 0 以上 100

(2)	出力指令値が「100」になったことを	
確認します。

※・合計発電電力が合計消費電力を超えると・
RPR が作動する可能性があります。・

③	各パラメータを出荷時設定に戻す、または、適切なパラメータに変更し、	
「設定を変更」をクリックします。

以上で SolarLegato の動作確認は完了です。

続いて L・eye 監視画面での遠隔設定（P.9）に進みます。
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遠隔設定の動作確認（L・eye 監視画面をご利用の場合のみ）

L・eye 監視画面の設定メニュー画面を表示する

①	Web ブラウザを立ち上げます。

②	設定メニュー画面URL を入力して、Enter キー	
を押します。

※・設定メニュー画面URL は、「L・eye 監視画面ログイン情報」に記載されています。
※・設定メニュー画面URL は、画面ごとに異なります。

※・右図のようなページが表示される場合は、右上
の「ログアウト」をクリックし、再度一括監視
画面URL を入力してください。

③	ID とパスワードを入力し「ログイン」をクリッ
クします。

※・ID とパスワードは、「L・eye 監視画面ログイン情報」に記載されています。
※・事前に ID・パスワードを変更されている場合は、変更後の ID・パスワードでログインし
てください。

※・変更後の ID・パスワードを忘れてしまった場合は「ログインできないとき」から、ID・
パスワードをリセットできます。
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遠隔設定の動作を確認する

①	遠隔設定の「自家消費制御設定」ボタンをクリックします。

②	「制御パラメータ設定」ボタンをクリックすると、「制御パラメータ設定画面」が	
開きます。

※・画面はWebアプリケーション（P.6）と同様です。

③	パラメータを変更し、「設定を変更」をクリックします。

④	Web アプリケーションの「制御パラメータ設定画面」に、設定が反映されているこ
とを確認します。

⑤	各パラメータを出荷時設定に戻す、または、適切なパラメータに変更し、	
「設定を変更」をクリックします。

以上で遠隔設定の動作確認は完了です。
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メモ
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メモ
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改訂履歴

改訂日 内容
2023/05/31 新規作成
2023/09/29 計測の確認を削除
2024/08/23 画像の差し替え（制御パラメータ設定画面）
2025/04/01 Solar・Link・ZERO-T5 に対応
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